
テ
ー
ブ
ル
に
柔
ら
か
く
て
お
い
し
そ
う
な
大
き
な
ミ

カ
ン
が
山
積
み
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
奥
、
正
面
に
和

服
の
主
人
が
座
っ
て
い
る
。
神
谷
三
治
郎
で
あ
る
。

大
正
初
年
の 
頃 
、
宮
内
省
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い

こ
ろ

た
と
き
の
記
念
写
真
で
あ
る
。
こ
の
農
家
の
ミ
カ
ン

は
「
山
三
」
の
名
で
桜
井
方
面
で
は
戦
前
か
ら
知
ら

れ
て
は
い
た
が
、
上
等
の
ミ
カ
ン
が
で
き
る
こ
と
は

知
ら
な
い
人
が
多
い
と
い
う
。

　

挿
図
は
、
た
て
一
五
セ
ン
チ
、
よ
こ
二
一
セ
ン
チ
、

五
色
刷
の
ミ
カ
ン
の
レ
ッ
テ
ル
で
、
戦
前
に
木
箱
に

 
貼 
っ
た
も
の
。
白
抜
き
文
字
で
「
自
園
特
長
、
美
味

は完
全
貯
蔵
、
年
産
四
百 
萬 
個
、 
全
國
園
藝  
品 

ま
ん 

ぜ
ん
こ
く
え
ん
げ
い 
ひ
ん 

評 
ぴ
ょ
う 

會 
金

か
い

牌 
拾 

じ
ゅ
う 

數 
回
受
領
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
船
の
帆
に
赤

す
う

く
染
め
ら
れ
た
山
型
に
三
を
描
く
の
が
「
山
三
」
の

商
標
で
あ
る
。

　

三
治
郎
は
、
ミ
カ
ン
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
も
送

っ
た
。
果
実
が
少
な
い
彼
の
地
で
は
、
高
く
売
れ
た
。

日
ロ
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
一
九
〇
五
年
（
明

治
三
八
年
）
に
は
、
自
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
渡
り
、

高
値
に
気
を
良
く
し
た
彼
は
、
市
場
調
査
の
た
め
に

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
大
陸
を
横
断
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
を
ま
わ
っ
て
帰
国
し
て
い
る
。
世
界
一
周

旅
行
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
の
ロ
シ

ア
大
革
命
の
と
き
も
、
三
治
郎
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
い
た
。
革
命
の
混
乱
で
物
価
は
高
騰
、
ミ
カ
ン

は
前
年
の
六
〇
倍
の
値
が
つ
い
た
。
三
治
郎
は
、
札

束
を
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
が
、
ロ
マ
ノ

フ
王
朝
の
紙
幣
は
両
替
が
で
き
ず
、
収
入
は
例
年
並

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
彼
は
、
ミ
カ
ン
の
送
り

�
　

神
谷　
 
三  
治 
郎
   
さ
ん 
じ 
ろ
う

　

藤
井
町
の
西
の
端
、
西
尾
市
に
接
し
た
地
点
に
防

風
林
に
囲
ま
れ
た
ミ
カ
ン
園
が
あ
る
。
取
り
囲
む

木
々
の
背
は
高
く
、
ミ
カ
ン
は
若
木
も
老
木
も
あ
る
。

中
央
に
石
の
門
柱
が
立
つ
屋
敷
が
あ
っ
て
、
総
二
階

の
本
宅
が
あ
る
。
そ
の
南
に
は
土
蔵
が
あ
る
。
間
口

は
一
八
間
半
、
奥
行
き
が
五
間
半
、
大
き
な
切
妻
造

り
の
屋
根
は
す
べ
て 
瓦 
か
わ
ら 

葺 
き
で
、
壁
の
高
い
位
置
に

ぶ

 
庇 
の
つ
く
通
風
窓
が
見
え
る
（
挿
図
参
照
）。窓
の
あ

ひ
さ
しる

面
は
、
全
面
に
わ
た
っ
て
黒
い
板
囲
い
が
は
め
ら

れ
て
い
る
。
板
囲
い

は
、
火
災
時
に
は 
鳶 とび

 
口 
で
引
き
は
ず
さ
れ
、

ぐ
ち類

焼
を
防
ぐ
構
造
で

あ
る
。
一
九
一
五
年

（
大
正
四
年
）
に
建

て
た
ミ
カ
ン
倉
庫
で

あ
る
。

　

こ
の
農
家
に
は
全

紙
大
の
写
真
が
保
管

さ
れ
て
い
る
。
座
敷

先
を
現
在
の
北
朝
鮮
や
中
国
東
北
地
方
（
旧
満
洲
）

に
変
え
て
い
る
。

　

三
治
郎
は
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
高
棚

村
で
神
谷 
武  
左  
衛  
門 
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一

ぶ 

ざ 

え 
も
ん

八
歳
の
と
き
に
、
碧
海
郡
藤
井
村
字
南
高
根
の
現
在

の
果
樹
園
の
土
地
に
妻
と
二
人
で
入
り
、
人
を
雇
っ

て
開
こ
ん
に
励
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
兄
弟
は
、

だ
れ
も
が
三
反
歩
の
田
畑
を
も
ら
っ
て
出
た
と
い
う

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
藤
井
へ
来
た
も
の
か
、
な

に
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
北
隣
の
字 
長 
ち
ょ
う 

洗 
の

せ
ん

土
地
は
、
か
つ
て
「 
長 

ち
ょ
う 

洗
原 
」
と
呼
ば
れ
た
地
点
で
、

せ
ん
ば
ら

一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
県
営
馬
耕
農
場
が

開
か
れ
た
所
で
あ
る
。
当
時
は
「
愛
岐
日
報
」
な
ど

の
新
聞
が
そ
の
成
り
行
き
を
た
び
た
び
掲
載
し
て
い

て
、
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
消
滅
し
た
ら

し
い
。
年
代
か
ら
す
る
と
、
こ
の
農
場
の
跡
地
の
一

角
に
三
治
郎
が
入
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

彼
の
風
貌
は
、 
甥 
や
孫
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

お
い

小
柄
だ
が
ガ
ッ
シ
リ
し
た
男
で
、 
几 き 
帳 

ち
ょ
う 

面 
で
働
き
者

め
ん

で
、
決
断
力
の
あ
る
人
だ
っ
た
。
家
の
者
に
は
厳
し

く
怖
い
存
在
だ
っ
た
が
、
甥
な
ど
に
は
優
し
い
一
面

の
あ
る
伯
父
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
金
を
動
か
し

た
人
だ
が
、
暮
ら
し
向
き
は
地
味
だ
っ
た
。

　

三
治
郎
は
、
一
種
の
大
農
経
営
を
目
指
し
た
。
安

城
ナ
シ
の
外
地
販
売
ル
ー
ト
は
彼
の
紹
介
に
よ
る
。

ま
た
、
彼
の
倉
庫
は
、
産
業
組
合
の
米
倉
庫
に
影
響

し
た
。
彼
も
ま
た
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
を
支
え
る
先

覚
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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